
第 1５回「黒岩知事との“対話の広場”Live 神奈川」 

日時 平成２７年８月２８日（金） 午後６時３0分～８時０0分 

会場 神奈川県庁 本庁舎３階大会議場 

ゲスト ・牛山 久仁彦 氏（明治大学 政治経済学部 教授） 

・菊地 加奈子 氏（特定社会保険労務士 菊地加奈子事務所 代表） 
 

 

 開会 

 知事のあいさつ 

◇ともに支えあう社会づくりを目指して 

 ゲスト・プレゼンテーション 

・牛山 久仁彦 氏 「人口減少社会と地方創生」 

・菊地 加奈子 氏 「子育てと仕事 ～これからの働き方を考える～」 

 参加者の皆様と知事との意見交換 

◇ツイッターで寄せられた意見の紹介 

 まとめ 

◇知事からひとこと 

 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム  

【お願い】 

※ 携帯電話等は電源を切るかマナーモードでお願いします。 

※ 会場の様子はインターネットで生中継を行います。あらかじめご了承ください。 

※ 発言ご希望の方は挙手をし、指名されてからお話しください。 

※ なるべく多くの方にご発言いただくため、発言は３分以内でお願いします。 

※ 対話の広場の円滑な進行のため、テーマと異なる趣旨のご発言はご遠慮ください。 

※ 発言の際は参加者の皆様に聞き取りやすくお話しいただくようご配慮ください。 

※ 発言ご希望の方が多数の場合は、お時間の関係でご発言いただけない場合もありま

す。あらかじめご了承ください。 

※ 会場受付でお渡ししたバッジはお帰りの際に必ずお返しください。 

※ アンケートの回答にご協力をお願いします。 

ともに支えあう社会づくりを目指して 

第２弾：神奈川から地方創生を考える 

～人口減少社会への対応と地域の活性化～ 

テーマ 

 



＜ゲストコメンテーターの紹介＞ 

○ 牛山 久仁彦（うしやま くにひこ）氏 

（明治大学 政治経済学部 教授） 

１９６１年長野県生まれ。明治大学政治経済学研究科博士後期課程単位取得退

学。明治大学助教授などを経て現職。中央大学法学部・公共政策大学院兼任講師、

国学院大学法科大学院兼任講師。日本学術会議連携会員、日本行政学会理事、日

本地方自治学会理事などの他、神奈川県総合計画審議会副会長、神奈川県地方創

生推進会議座長、相模原市政策アドバイザー、などを務める。主な著書に『国家

と社会の政治・行政学』『自治体議会の課題と争点』『政治・行政への信頼と危機

管理』『分権時代の地方自治』（編著）、『現代地方自治の課題』（共著）など。 
 

 

○ 菊地 加奈子（きくち かなこ）氏 

（特定社会保険労務士 菊地加奈子事務所 代表） 

早稲田大学商学部卒業後、総合商社の子会社から大手銀行の教育研修機関を経

て、妊娠・出産を機に退職。専業主婦の６年間に３女のママになる。３人目を妊

娠中に社労士の資格試験に合格して、１ヵ月後に開業。横浜都筑区で『横浜つづ

き社会保険労務士事務所』の代表として、 顧問会社の社会保険、労働保険の手

続きや、労務相談、就業規則の作成などの仕事をこなす。平成24年9月に『株

式会社フェアリーランド』を設立。平成 27 年神奈川県地方創生推進会議委員。 

 

 

 

「かなかなかぞく」のご紹介♪ 

 

対話の広場の開始前にご覧いただく動

画「かなかなかぞく」をご紹介します。 

 「かなかなかぞく」は、神奈川県の重

点施策をわかりやすく紹介し、楽しみな

がら知っていただくためのアニメ動画で

す。 

 海ぼうずのかなぼう、高校生のりかち

ゃんを中心に家族や仲間たちが大活躍！ 

いろんなテーマがあるので、ぜひご覧

ください！ 

 神奈川県「かなかなかぞく」ホームページ 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f532153/ 

 



  人口減少社会と地方創生 

 

明治大学政経学部 教授 牛山 久仁彦 

第15回黒岩知事との“対話の広場”Live神奈川 



１．深刻化する人口減少 

〇日本の人口はどうなるのか？ 
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〇神奈川県の将来人口推計 
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実績 

  国勢調査実績：2010年、904.8万人   
 
  低位推計：2015年、908.3万人でピーク 
  中位推計：2018年、913.4万人でピーク 
  高位推計：2020年、920.7万人でピーク 
 
  （前回推計：2019年、903.1万人でピーク） 
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○神奈川県における人口減少地域等 
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＜日本創成会議・人口減少問題検討分科会の推計による「消滅可能性都市」 １市７町１村＞ 
 三浦市、二宮町、大井町、松田町、山北町、箱根町、真鶴町、湯河原町、清川村 

＜国勢調査 平成１７年と平成２２年を比較して人口が減少している市町村 ４市７町１村＞ 
 横須賀市、小田原市、三浦市、南足柄市、二宮町、中井町、 

 松田町、山北町、箱根町、真鶴町、湯河原町、清川村 



２．少子高齢化は深刻化する 
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〇高齢者人口の今後の推移 



〇東京圏では、高齢化は一層進行する 
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〇神奈川県の年齢３区分別人口推計 
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老年人口（65歳以上） 

生産年齢人口（15～64歳） 

年少人口（0～14歳） 

（年） 

407万人 
（53.6%） 

278万人 
（36.5%） 

75万人 
（9.8%） 

477万人 
（69.0%） 

170万人 
（24.6%） 

91万人 
（10.3%） 

274万人 
（31.2%） 

514万人 
（58.5%） 

実績 推計 

182万人 
（20.2%） 

599万人 
（66.6%） 

119万人 
（13.2%） 

44万人 
（6.4%） 

※2010年までの実績値は国勢調査結果。 

※年齢３区分別の割合は、年齢不詳を除いて算出している。 

 



〇75歳以上人口の将来推計 
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国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」から作成 
 ※各年の値は2010年を100とした場合の指数値 
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〇75歳以上人口の将来推計（神奈川県） 
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国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」から作成 
 ※各年の値は2010年を100とした場合の指数値 
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〇神奈川県における75歳以上人口の将来推計 
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75 歳以上増加率（2010年→2040年）

神奈川県 201%
横浜市 209% 葉山町 146%
川崎市 219% 寒川町 215%
相模原市 240% 大磯町 154%
横須賀市 137% 二宮町 146%
平塚市 192% 中井町 175%
鎌倉市 138% 大井町 199%
藤沢市 200% 松田町 131%
小田原市 152% 山北町 113%
茅ヶ崎市 181% 開成町 208%
逗子市 123% 箱根町 105%
三浦市 134% 真鶴町 114%
秦野市 223% 湯河原町 132%
厚木市 234% 愛川町 221%
大和市 217% 清川村 181%
伊勢原市 215%
海老名市 248%
座間市 222%
南足柄市 158%
綾瀬市 213%

100%以上

200%以上

150%以上

120%以上

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」から作成 



〇お隣、東京都の75歳以上人口の推移 
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参考 
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参考 



〇出生率と出生数の推移 
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合計特殊出生率(2012年)

神奈川県 1.27
横浜市 1.27 葉山町 1.18
川崎市 1.28 寒川町 1.41
相模原市 1.23 大磯町 1.10
横須賀市 1.30 二宮町 1.25
平塚市 1.25 中井町 0.82
鎌倉市 1.20 大井町 1.20
藤沢市 1.31 松田町 1.17
小田原市 1.33 山北町 1.00
茅ヶ崎市 1.29 開成町 1.45
逗子市 1.19 箱根町 0.88
三浦市 0.88 真鶴町 1.28
秦野市 1.22 湯河原町 1.28
厚木市 1.20 愛川町 1.03
大和市 1.36 清川村 1.33
伊勢原市 1.32
海老名市 1.27
座間市 1.26
南足柄市 1.46
綾瀬市 1.39 1.37

1.32

1.22

1.17

〇神奈川県における合計特殊出生率（2012年） 



〇神奈川県における未婚化 
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総務省「国勢調査」から作成 

市町村別15-49歳女性未婚率（2010年）

神奈川県 42.33%
横浜市 42.18% 葉山町 39.84%
川崎市 41.79% 寒川町 41.61%
相模原市 44.22% 大磯町 43.64%
横須賀市 42.92% 二宮町 43.84%
平塚市 42.75% 中井町 44.56%
鎌倉市 43.63% 大井町 38.43%
藤沢市 42.19% 松田町 47.90%
小田原市 42.98% 山北町 50.29%
茅ヶ崎市 40.91% 開成町 34.71%
逗子市 41.31% 箱根町 60.86%
三浦市 46.16% 真鶴町 48.59%
秦野市 45.15% 湯河原町 46.09%
厚木市 42.36% 愛川町 40.72%
大和市 40.53% 清川村 50.00%
伊勢原市 43.04%
海老名市 39.64%
座間市 42.43%
南足柄市 40.06%
綾瀬市 39.45% 44.33%

42.33%

40.33%



３．深刻化する状況にどのように対応するか 

              －「地方創生」への取り組み                
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〇神奈川県の「地方創生」への取り組み① ～人口ビジョン～ 

16 

かながわグランドデザイン(県総合計画)において推計した将来人口は、2060年時点で759.7万人 

  

シミュレーションＡ： 
国の長期ビジョンに示された合計特殊出生率と0.1ポイント差で推移し、2050年に合計特殊出生率が2.07を達成す

ると仮定 し推計。2060年時点においては816.3万人 
 

シミュレーションＢ： 
国の長期ビジョンで示された合計特殊出生率と同水準で推移すると仮定し推計。  

2060年時点においては838.8万人 
 

将来人口シミュレーション 
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基本目標１ 県内にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

基本目標２ 神奈川への新しいひとの流れをつくる 

＜基本的方向＞ 

○ 未病産業の創出・育成や観光振興等を通じて県
内経済の活性化を図る。 
○ 京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合
特区、さがみロボット産業特区、国家戦略特区の
３つの特区などを最大限活用した成長産業の創出
や、競争力のある農林水産業の育成など経済のエ
ンジンを回す。 

＜基本的方向＞ 

○ 県内各地域の魅力を生かした個性的なライフス
タイルを発信し、県内への移住を促進する。 
○ 若い世代への雇用対策などとともに移住支援を
行い、地域の魅力を効果的に発信し、強いマグネッ
ト力で企業や人を引きつける。 

基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

＜基本的方向＞ 

○ 結婚から育児までの切れ目ない支援や女性の活
躍支援を行い、若い世代が安心して結婚、出産、
子育てができるよう環境を整える。 
○ 長時間労働を解消し、誰もが生き生きと働ける
環境づくりを促進する。 

総合戦略 

基本目標４ 人口減少社会に対応したまちづくりを進める 

〇神奈川県の「地方創生」への取り組み② ～総合戦略～ 

＜基本的方向＞ 

○ 計画的な点検、予防的な修繕などによる老朽化
対策など、道路を永く、有効に活用する取組みを
進める。 
○ 都市機能の集約化などを進めるとともに、景観
や歴史文化などの地域の特色を生かしたまちづく
りや空き家対策に取組む。 

＜具体的な施策＞ 

将来の経済を担う産業創出、農林水産業の活性化によ
る担い手の確保、一人ひとりが輝きながら働ける雇用の
創出など 

＜具体的な施策＞ 

男女共同参画の推進、子育てを応援する社会の実現
など 

＜具体的な施策＞ 

「観光立県かながわ」の実現、地域資源を活用した魅力
づくりなど 

＜具体的な施策＞ 

活力と魅力あふれるまちづくりなど 
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○神奈川県における人口減少地域等 

18 

＜日本創成会議・人口減少問題検討分科会の推計による「消滅可能性都市」 １市７町１村＞ 
 三浦市、二宮町、大井町、松田町、山北町、箱根町、真鶴町、湯河原町、清川村 

＜国勢調査 平成１７年と平成２２年を比較して人口が減少している市町村 ４市７町１村＞ 
 横須賀市、小田原市、三浦市、南足柄市、二宮町、中井町、 

 松田町、山北町、箱根町、真鶴町、湯河原町、清川村 

県西地域活性化 

プロジェクト 

かながわ 

シープロジェクト 

新たな観光
の核づくり 

三浦半島地域の 

活性化 
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ご静聴、ありがとうございました 
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第15回 対話の広場 

子育てと仕事 
 〜これからの働き方を考える〜 

特定社会保険労務士 菊地加奈子事務所 
               代表 菊地加奈子 
 
        〒224-0041 神奈川県横浜市都筑区仲町台 
                １−３−７ヤマヒョウビルB館１階 
                 ０４５−５３２−３８８３  



【多様な働き方を応援する保育園】 
 
・子連れ出勤 

・パパママの就労相談（育休・パワハ
ラ・セクハラ・退職勧奨） 

・企業内保育施設導入コンサルティ
ング（保育と働き方の融合） 

【女性活躍を応援する社労士事務所】 
 
・企業の人事制度構築 
・主婦の社会復帰支援 
・仕事と家庭の両立支援 
 



子連れ出勤による 
     潜在保育士の活用 

社労士事務所と併設の保育園 

みんなでみんなの子どもを 
   育てる組織 



専業主婦 

社会保険労務士 

保育園開園 

２６歳 結婚 

２７歳  第１子出産 

３０歳  第２子出産 

３３歳  第３子出産 

３５歳  第４子出産 

３７歳  第５子出産 
現在 

【自己紹介】 ママからの社会復帰 

両立の苦労 
家族のあり方 

母・妻・社労士 
経営者 



母親である女性が働く時の意思決定要素 

(C)Fairyland Co.,Ltd.All Rights Reserved. 

パートナー 

子ども 

キャリア 

子育て環境 

考え方、仕事の内容・転勤の有無 

人数、年齢、性別、体質、性格 

結婚前の仕事経験、資格の有無 

両親、保育園、シッタ−、友人 



潜在的労働力 

(C)Fairyland Co.,Ltd.All Rights Reserved. 

 (出所)男女共同参画会議基本問題・影響調査専門調査会報告書(平成24年2月) 

342万人の女性の潜在労働力(就業希望者)の就労により、雇用者報酬総額が        
7兆円程度(GDPの約1.5%)増加。 

342万人 
潜在的労働力率 

労働力率 



0 20 40 60 80 100 

特になし 

その他 

性別によらず能力を発揮する機会の確保 

男女平等な待遇と公正な人事評価の徹底 

ロールモデルとなる先輩が同僚がいること 

働きぶりを上司や同僚に認められること 

残業があまり多くないこと 

勤務時間が柔軟であること 

長期的に安定した継続雇用 

子育てしながらでも働き続けられる制度や

職場環境 

やりがいが感じられる仕事の内容 

男性 

女性（正社員） 

女性（非正規） 

％ 
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子どもを持ちながら働き続ける上で必要なこと 
 

平成23年度育児休業制度等に関する実態把握のための調査研究事業報告書 
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都道府県別育児有職率 

１位 島根県（74.8%） 
２位 山形県（72.4%） 
３位 福井県（72.1%） 
４位 鳥取県（71.8%） 
５位 富山県（68.3%） 

４３位 大阪府（46.7%） 
４３位 千葉県（46.7%） 
４５位 埼玉県（46.4%） 
４６位 兵庫県（43.2%） 

４７位 神奈川県
（41.1%） 



女性活躍推進に必要な視点〜少子化とキャリア 

【追加の子どもを実現できない理由】 

保育園に子どもを預けなければ働けない 
通勤型勤務ができなければ出世できない 

出産（適齢）年齢と
キャリアアップの時期
が重なる。 

パートナーの仕事に
影響を受ける。 

円滑な育休復帰・両
立が難しい。 

ライフスタイル・ワークスタイル両面から見る女性のキャリア阻害要因に対して企業が 
総合的に支援していくことが必要。 

 
 

【女性のキャリア構築と晩婚化・晩産化】 
人口置換水準２．０６⇒現在60％にも満たない。 
キャリアと出産子育てを両面から考える必要がある 
 
 

人事制度 

就業場所 

保育支援 
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これからの働き方 



【選択型】 

対象期間を終え
たらせたらフルタ
イムに戻って元の
ように働きたい 

【キャリア追求型】 

フルタイムでより
高いレベルの責
任と難易度の仕
事をしたい 

【生活重視型】 

このまま短時間勤
務で補助的な仕
事をしていきたい。 

【両立型】 

短時間でも管理
職並みの責任・難
易度の仕事を担

いたい。 
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多様な働き方 ②短時間勤務者の多様性 

「正社員」か「パート」か、 
二者択一ではなく、 
 
より多くの選択肢を。 
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多様な働き方 ③場所を問わない働き方 

【テレワーク】 
 
場所や時間にとらわれない柔軟な働き方 

本社 

カフェ 
コワーキングスペース 

サテライト 
オフィス 自宅 

セキュリティー完備・本社
と同じPC環境が自宅のそ
ばに 

神奈川県 
 
通勤時間の長さ全国1位 
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テレワーク✕出勤型 

早朝 

• 【自宅】５：００−６：３０ 

• 子どもが起きるまで 

コアタイム 

• 【出勤】９：００−１５：３０ 

• 子どもの帰宅に合わせて退勤 

夕方 

• 【自宅】１６：３０ー１７：３０ 

• 夕飯の支度まで 

時短勤務しかできなかった社員がフルタイムで働けるように 
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2020年、2025年の人口減少高齢化社会を
生き抜くためにできることは何か？ 
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菊地 加奈子 
 
特定社会保険労務士 
女性活躍推進コンサルタント 
厚生労働省 中央育休復帰プランナー 
 
保育施設 育みの家フェアリーランド代表 
5児の母 
 
 


